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1 事業の目的
対
象
意
図

効
果

2 令和４年（2022年）度に実施した事業の概要

3 事業を構成する事務事業（最小事業）実績
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財源
内訳

国県支出金 189 596

地方債

その他特定財源 8 8

一般財源 0 576

事業費の合計　（千円） 189 604 584

0

人件費　（千円） 12,686 12,864

パートナーシップ制度
事業

手引きの作成（庁内印
刷）等による制度の周
知

指標なし ― ―
―

0 0 0

女性相談事業 女性相談員研修会
緊急一時保護施設拡
充支援事業負担金等

女性相談案内カード配
布数（枚）

3,410 3,000 3,000
113.7%

63 377 377

男女共同参画啓発事
業

ポスター展のための掲
示物等作成

啓発回数（回） 15 9 10
166.7%

62 123 155

男女共同参画推進委
員会事業

報酬 指標なし ― ―
―

64 104 52

枝
番
号

事務事業
実施した主な事業
（主な経費等）

指標（単位）
令和４年度 令和５年度

達成度指標（実績値／目標値） 指標（目標値）

事業費（決算／当初）（千円） 予算額（千円）

総合計画上
の位置付け 分野 1-(2)　人権 施策の方針 1-(2)-①人権尊重社会の実現

市民等

固定的性別役割分担意識を見直し、あらゆる分野に男女が対等に参画することができる男女共同参画を推進するた
め。
あらゆる分野に男女が対等に参画することができる男女共同参画社会を形成する。

・「ジェンダー平等プラン【鎌倉市男女共同参画計画（第３次）】前期推進計画」を策定した
・「ジェンダー平等プラン【鎌倉市男女共同参画計画（第３次）】」を推進するための啓発事業を行った。
・内閣府で取り組んでいる「女性に対する暴力をなくす運動」期間に独自の啓発事業を実施した。
・面接・電話による女性相談事業を行った。
・鎌倉市審議会等への女性委員の登用推進要綱の改正を行った。
・パートナーシップ宣誓制度の改定を行った。

令和５年（2023年）度行政評価シート【個表】

評価対象事業 評価者

共生-14
男女共同参画推進事業

自治事務 主管課 地域共生課

法定受託事務 関連課

地域共生課長　矢作　拓



4 この事業に関わる職員数（毎年度４月１日時点）

5 評価結果

(１) 最小事業評価
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パートナーシップ制度
事業

パートナーシップ宣誓制度につ
いて広く案内し、制度の周知を
目的とし、手引きを発行したが、
紙媒体ではなくインターネットか
ら手引きを利用する方が多いこ
とから発行部数の伸びに至って
いない。（宣誓組数は、性的マイ
ノリティのアウティングにつなが
る恐れがあるため、宣誓組数を
増やすことは目的としていない）

性的マイノリティの周知、また当
事者の安心につながり、性別に
よる差別的取扱いを受けること
なく、個人として尊重される社会
の推進に寄与した。

制度の認知度、理解度等に係る指標
の検討を行う。

0

男女共同参画啓発事
業

国や県の啓発事業の時期に合
わせ広報３回、LINE９回、パネル
展示３回を行い、目標に達した。

「かまくらジェンダー平等プラン」
を推進する啓発事業を行い、あ
らゆる分野で男女が対等に参画
することができる男女共同参画
社会の形成に寄与した。

なし

女性相談事業 女性相談窓口を広く案内し、周
知を図るため、庁内の女性用ト
イレに案内カードを配置するなど
の対応をしたことで目標値に達
した。

配偶者等からの暴力防止の啓
発と、被害者女性の支援を行
い、性別による人権侵害の抑止
に寄与した。

なし
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事務事業
指標分析の推移、
目標未達の理由

上位施策にどう寄与したか、
構成する事業としての妥当性

事業実施上の課題、改善点

男女共同参画推進委
員会事業

指標なし
理由：実施回数等の規模による
評価が、事業性質上適当ではな
いため。

男女共同参画推進条例に沿って
男女共同参画行政を推進し、あ
らゆる分野に男女が対等に参画
することができる男女共同参画
社会の形成に寄与した。

なし

会計年度任用職員 6.0 4.5 4.5 4.5

正規職員等 0.9 1.2 0.9 0.9

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度



(２) 視点別評価

(３) 総合評価 ※最小事業評価を踏まえて、今年度以降の取組方針等を記載する

□ □ ■ □ □

【参考】

◎事業実施に係る主な指標

◎他市比較・ベンチマーク（県内外自治体など他自治体や民間団体との比較値）

当該事業実施に伴う
他市比較に関する考え方

全国の市町村別の女性の参画状況（市区町村女性参画状況見える化マップ）として取り入れられている指標であり、政
策・方針決定過程への女性の参画状況が分かるもの。本市は「男女いずれか一方の数が総数の10分の４未満とならな
いように努める」ことを目標としているが、達成できていない。

他市実績
36.2% 27.9% 27.2% 31.8% 31.5% 29.4% 31.4% 18.2%

 

比較事項 令和４年度審議会等委員に占める女性の割合

団体名 鎌倉市 横須賀市 平塚市 藤沢市 小田原市 茅ヶ崎市

達成率  

逗子市 三浦市

実績値

R5年度 R6年度 R7年度

目標値

指標（単位） 単位

指標設定理由 年次 R2年度 R3年度 R4年度

達成率

実績値

R5年度 R6年度 R7年度

目標値

男女共同参画の考えを市民に浸透させていく必要があることから、引き続き市民と協働し市民のニーズを捉えなが
ら、啓発事業を実施していく。
令和４年４月に策定した「かまくらジェンダー平等プラン【鎌倉市男女共同参画計画（第3次）】」前期推進計画（令和４
年度～令和８年度）について、全庁的な進行管理を行う。
・女性相談事業では、国や県、関連諸機関等と連携し、相談体制をより充実させ、早期支援につなげていく必要があ
る。

指標（単位） 単位

指標設定理由 年次 R2年度 R3年度 R4年度

【今後の方針】 拡充 改善・変更 現状維持 縮小 休止・廃止

協働 市民等と協働して事業を展開しているか ○.協働実施済

○-2　市民等と協働して適切に事業を実施している

協働実施済の場合のパートナー

かまくら男女共同参画市民ネットワー
ク「アンサンブル２１」

有効性 事業の上位施策に向けた貢献度はどうか 1　目的達成のために適切な手段（最小事業）である

公平性 受益者負担は公正・公平か △.負担未導入 △-3　受益者が特定できないため、受益者負担を求めることができない

2　統合に向けて検討できる事業がある

妥当性
各事業の実施に対する市民ニーズはあるか 1　市民ニーズは変わらずにある

民間によるサービスで代替できる事業はないか 3　民間によるサービスで代替できる事業はない

効率性

事業費の削減余地はないか 1　事業費の削減余地はない

事業の外部化（民営化・業務委託等）はできないか 3　外部化ができる事業はない

関連・類似する事業の統合はできないか


